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当第１四半期連結累計期間より連結財務諸表を作成しているため、業績数値の前年同期との比較は行っておりません。

連結財務ハイライト

（単位：百万円 単位未満切捨て）

－－48－四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

－1.8 %－利 益 率

－－49－四 半 期 包 括 利 益

－3.7 %－利 益 率

－－102－経 常 利 益

－2.8 %－利 益 率

－－78－営 業 利 益

－26.0 %－販 管 費 比 率

－－714－販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

－28.8 %－利 益 率

－－792－売 上 総 利 益

－－1,956－売 上 原 価

－－2,749－売 上 高

対前年同期比

増減率
対前年同期比

増減
2012年３月期

当第２四半期連結会計期間

2011年３月期
前第2四半期連結会計期間
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2012年3月期 第2四半期累計期間

サービス対象製品別 【連結】

ITS 38.6%
1,060百万円

その他 32.4%

AV機器 18.8%
516百万円

27.4 億円

モバイル通信
10.2% 280百万円



4C VERISERVE

前期 当第2四半期連結 増減

(2011年3月） (2011年9月）

(資産)

流動資産 - 4,832 -

現金及び預金 - 3,708 -

売掛金 - 935 -

仕掛品 - 9 -

その他流動資産 - 178 -

固定資産 - 410 -

有形固定資産 - 77 -

無形固定資産 - 130 -

投資その他 - 202 -

資産合計 - 5,242 -

(負債)

流動負債 - 563 -
固定負債 - 17 -

負債合計 - 581 -

(純資産)

　株主資本

資本金 - 792 -
資本剰余金 - 775 -
利益剰余金 - 3,097 -

  為替換算調整額 - -4 -

純資産合計 - 4,661 -

負債純資産合計 - 5,242 -

前期 当第2四半期連結 増減

(2011年3月） (2011年9月）

(資産)

流動資産 - 4,832 -

現金及び預金 - 3,708 -

売掛金 - 935 -

仕掛品 - 9 -

その他流動資産 - 178 -

固定資産 - 410 -

有形固定資産 - 77 -

無形固定資産 - 130 -

投資その他 - 202 -

資産合計 - 5,242 -

(負債)

流動負債 - 563 -
固定負債 - 17 -

負債合計 - 581 -

(純資産)

　株主資本

資本金 - 792 -
資本剰余金 - 775 -
利益剰余金 - 3,097 -

  為替換算調整額 - -4 -

純資産合計 - 4,661 -

負債純資産合計 - 5,242 -

連結貸借対照表 （対前期比）

（単位：百万円 単位未満切捨）

資資 産産 ：： ５５,,２４２２４２ 百万円百万円

負負 債債 ：： ５８１５８１ 百万円百万円

純資産純資産 ：： ４４,,６６１６６１ 百万円百万円

当第1四半期連結累計期間より連結財務諸表を

作成しているため、業績数値の前期末との比較

は行っておりません。
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連結キャッシュ・フロー (サマリー)

33Ⅶ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の増減額

△ 3Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額

3,708

3,740

△ 64

△ 39

2

△ ２３

当第２四半期連結
2012年3月期

配当金の支払額 △ 39 百万円

無形固定資産の取得 △ 31 百万円

敷金・保証金の回収 36 百万円

税金等調整前四半期純利益 102 百万円

売上債権の増減額（△増加） 10 百万円

法人税等の支払額 △114 百万円

主な要因

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅷ 現金及び現金同等物の期末残高

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△減少額）

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

区 分

（単位：百万円）
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連結 第2四半期累計期間 事業部門別売上／受注残高

当社は、システム検証事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

2,7498842,603合 計

542158その他のサービス

193046セキュリティ検証サービス

2,6748322,498製品検証サービス

販売高受注残高受注高サービス別

(単位：百万円)
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配当について

51百万円2,000円1,500円500円2010年3月期

89百万円3,500円2,000円1,500円2009年3月期

2,500円

（予定）

2,500円

3,500円

2,500円

1,500円

年間

1,500円

（予定）

1,500円

3,500円

2,500円

1,500円

期末

1,000円

1,000円

-

-

-

中間

65百万円
（予定）

2012年3月期
（見通し）

65百万円2011年3月期

89百万円2008年3月期

60百万円2007年3月期

36百万円2006年3月期

年間配当総額（単位：円）

1株当たりの配当金の状況および予定

中間配当総額 ２６百万円 ＜利益剰余金より＞ 配当開始日12月5日予定
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業績の見通し【連結】

350 百万円営業利益

2012年3月期連結見通し

180 百万円当期純利益

370 百万円経常利益

5,500 百万円売 上 高

連結通期

通期の連結業績見通しについては、現時点では変更なし。
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株式の状況 （所有者別／所有数別）

所所 有有 者者 別別 所所 有有 数数 別別

2011年9月30日 現在

区　　分 株主数 構成比 所有株数 構成比

金融機関 19 0.96% 1,155 4.43%

証券会社 13 0.66% 174 0.67%

その他法人 17 0.86% 14,581 55.90%

外国法人等 11 0.56% 2,573 9.86%

個人株主 1,921 96.97% 7,601 29.14%

100.0%合　計 1,981 26,084 100.0%

株数 人数 保有株数

5株未満 1,699 2,611

10株未満 149 918

50株未満 111 1,908

100株未満 13 873

500株未満 5 887

1,000株未満 1 520

1,000株以上 3 18,367

合計 1,981 26,084
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大株主 （2011年9月末日現在）

0.39％101小澤 裕紀9

0.40％104野村證券株式会社8

0.36％93高橋 豊10

0.50％130加藤 一夫7

0.56％147日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）6

9.58％2,500メロン バンク エヌエー トリーテイークライアント オムニバス2

1.55％405日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）5

2.04％533浅井 清孝4

5.24％1,367ベリサーブ従業員持株会3

55.59％14,500株式会社ＣＳＫ （現ＳＣＳＫ株式会社）1

比 率保有株数株 主 名順 位

含む 役員持株会持分（実質所有分）

株式会社ＣＳＫは、2011年10月1日をもって住商情報サービスと合併し、ＳＣＳＫ株式会社となりました。
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関連会社 - - - - - 19

間接 21 30 40 38 36 40

技術 146 184 231 290 320 359

営業 13 16 14 14 15 14

2007年3月 2008年3月 2009年3月 2010年3月 2011年3月
現在

（2011年9月）

社員数推移

180名

285名

230名

342名

371名

432名
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＜免責事項＞

本資料は、当社の20１２年３月期 第２四半期累計期間決算における業績状況に関する情報の提供を目的としたものであり、当社の株式の購

入や売却を勧誘するものではありません。

本資料の内容には、将来の業績に関する意見や予測等の情報を掲載することがありますが、これらの情報は、資料作成時点の当社の判断に基

づいて作成されております。よってその実現・達成を約束するものではなく、今後、予告なしに変更されることがあります。

本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。また、本資料のいかなる部分も電子的または、機械的な方

法を問わず、無断での複製、転送等を行わないようにお願いいたします。

私たちの使命は、私たちの使命は、

市場に投入される市場に投入されるITIT関連製品およびシステムの検証を通じて、関連製品およびシステムの検証を通じて、

より快適なより快適なITIT社会づくりに貢献することです社会づくりに貢献することです。。


